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平成 25年５月期 通期連結業績予想と実績値の差異 

および営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

平成 24年 12月 12日に公表した平成 25年５月期の連結業績予想と本日公表の実績値に生じた差異について、

また平成 25年５月期における営業外収益（為替差益）の計上について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値との差異 

（１）平成 25年５月期 通期連結業績予想と実績値との差異（平成 24年６月１日～平成 25年５月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

33,000 

百万円 

700 

百万円 

750 

百万円 

350 

円 銭 

7.26 

実  績  値（Ｂ） 30,575 501 1,150 722 14.98 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △2,425 △199 400 372 － 

増   減   率（％） △7.3 △28.4 53.3 106.3 － 

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 24年 5月期） 

百万円 

38,570 

百万円 

1,701 

百万円 

1,788 

百万円 

785 

円 銭 

16.29 

 

（２）差異が生じた理由 

とくに産業事業における国内外の需要環境が想定以上に厳しく、売上高は前回公表の予想値を下回りま

した。また営業利益についても、減収要因に加えて平成 25年５月 22日に公表した債権の回収不能に伴う

貸倒引当金計上の影響もあり、前回公表の予想値を下回る結果となりました。 

一方、経常利益、当期純利益につきましては、決算期末に向けて為替相場が円安に推移したことによる

為替差益の計上などから、前回公表の予想値を大幅に上回りました。 

 

２．営業外収益（為替差益）の計上 

為替相場の急激な変動に伴い、平成 25年５月期において、為替差益 629百万円を営業外収益に計上いたし

ました。これは、主に平成 25年５月期末時点における外貨建資産・負債を同日の為替相場で評価したことに

より生じたものです。 

以 上 


